小コミュニケーション（迷惑メール）		
　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　

お願いみんなに伝えて！




　受信メール
　From　　トモミのお姉さん
　高校の友達から次のメッセージが届いたんだけど，協力してくれないかな。
　
　突然で悪いんだけど，緊急でこのメールを回せる人に回してくれない？
　
Bさんの知人が悪性リンパ腫という病気で血液を緊急に必要としています。血液型はRh-B型です。該当する人はすぐに，090−1234−5678に連絡して。非常に少ない血液型なので，たくさんの人に回してもらえると有難いんだけど。　よろしく！
　友達のお姉さんから，
このようなメールが届きました。
　血液を必要としている人は，
直接の知り合いではありませんが，
とても急いでいるようです。













　



	

設問１　突 (とつ)然このようなメッセージが届 (とど)いたら，あなたはどうしますか？
　　　　　　　　　　　　　ア　転送する。友達のお姉さんのお願いだから。あなたの選択

　　　　　　　　　　　　　イ　転送する。Ｂさんを何としても助けたいので，友達だけでなく，知り合い
すべてに協力してもらいたいかいら。
　　　　　　　　　　　　　ウ　転送しない。デマ情報 (じょうほう)である可能性 (かのうせい)が高いし，転送したらインターネットがつながりにくくなるから。正しい行動

　　　　　　　　　　　　　エ　転送しなさい。たくさんの人に送信するのは面倒 (めんどう)だから。
設問２　先生の説明を聞き，大切なことや気をつけなければいけないことを書きましょう。
　　　　【キーワード】をヒントに記入しましょう。















【キーワード】　　チェーンメメール　　　◯人に回して（できるだけたくさんの人）　　　デマ情報
	指導用資料
	【知恵を磨く】安全への知恵
お願いみんなに伝えて！
	小


■指導のねらい
チェーンメールのしくみを理解させ，自分で止めるための判断力と態度を身につけさせる。
■指導の展開例　※ワークシート教材だけでの指導も可能であるが，スライド教材と併用すると効果的である。
	Step
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　指　導　内　容	　　　　　　　　　　　　〔スライド教材〕

	１
	[image: ]＜事例場面の把握＞　　
◆ワークシート教材の吹き出し部分を読み聞かせる。
◆児童生徒に，メッセージ部分を読ませる。	

【発問】このようなメッセージが送られてきたらどうしますか。スライド【２】



	２
	＜自分の考えを持たせる＞
◆このようなメールが届いたらどのように対処するか考えさせ，設問１に記入させる。

	３
	＜考えを交流させる＞　メールの内容に信憑性がなく転送することにより迷惑になることに気付かせる。
◆信憑性の有無，転送する必要があるかについて話し合わせ，考えを交流させる。
　※ペアワーク，グループワークなど
事例説明
・友達のお姉さんからメールが届いた。
・血液を必要としている人は，直接の知り合いではないが，とても急いでいるようである。
・最初の発信者が誰かわからないが，電話連絡や転送を求める内容である。






	４
	＜本時の説明＞　チェーンメールのしくみと転送することにより他者に影響を及ぼすことに気付かせる。
[image: ]・補足説明１，補足説明２を用いて説明する。
・チェーンメールとは，連鎖的に不特定多数への配布をするように求めるメー
ルである。
・チェーンメールには，「血液がたりない」「子犬をもらって」など善意を装っ
ているものがあるが，信頼性は薄く，デマ情報やいたずら目的なものばかり
である。　
・最近では，出会い系サイトやワンクリック詐欺のサイトへ誘導するものである。
・見分け方は，「◯人に回して」「できるだけたくさんの人に教えてあげて」など転送を要求する文章が入っている。
・内容にかかわらず，転送してはいけない。「偽りの情報であること」「もらった相手が嫌な思いをすること」「ネットワーク環境が悪化すること」が大きな理由である。
・チェーンメールを止めることに不安を感じる人がいると思うが，止めても誰にも分からない。
・転送せずに削除する。




スライド【３】









	５
	[image: ]＜本時のまとめ＞　情報社会における自分の責任を考えた対処ができるようにする。
●ポイント
・チェーンメールの特徴として，「◯人に回して」「できるだけたくさんの人に教えてあげて」など転送を要求する文章がある。



スライド【５】
スライド【４】


[image: ]●気をつけること
・チェーンメールが来たら，絶対に転送しない。
　理由：「友達が嫌な思いをします」「あなたの信頼度が下がります」
　　 「ネットワーク環境が悪化します」「誰がとめたか分かりません」
・チェーンメールで困った時には，保護者や先生に相談する。







	６
	＜振り返りをさせる＞
◆この事例から，学んだこと，気をつけなければいけないことを設問２に記入させる。


[bookmark: _GoBack]【補足説明１】
・偽りの情報であること
・もらった相手が不愉快になること
・ネットワーク環境が悪化すること
　（通信速度が遅くなったり，サーバがパンクしてつながらない状態になることもある）
チェーンメールとは，連鎖的に不特定多数への配布を求めるメールのことをいいます。

問題点






　かつて「不幸の手紙」や「幸福の手紙」と呼ばれたものが典型的な例です。チェーンメールには，「血液が足りない」「子犬をもらって」などの善意を装っているものから，最近では，出会い系サイトやワンクリック詐欺へのサイトへ誘導するものもあります。見分け方としては，「◯人に回して」「できるだけたくさんの人に教えてあげて」など転送を要求する文章が入っているのが特徴です。内容にかかわらず，転送してはいけません。自分に来たら勇気をもって止めましょう。誰が止めたかは分かりません。
　＜チェーンメールの種類＞
　・不幸の手紙系　⇒「転送しなければあなたに不幸がおきますよ・・・」
　・幸福系　⇒「転送すれば，あなたに幸運が訪れますよ・・・」
　・募集系　⇒「善意，人助けになるので転送してください・・・」
　・バトン系　⇒「暇つぶしで，定型の質問に答えていくという内容」
　・デマ系　⇒「人の弱みにつけ込んだり，いたずら目的にデマを流す・・・」　など

【補足説明２】
　チェーンメールを止めないとどんな事が起こるのか？
　　チェーンメールの数を実際に計算してみよう。
　　例えば，「１時間以内に５人に回して！」止めるが来たとします。あなたが５人に送信したとしたら，１時間後５人。２時間後２５人。３時間後125人，４時間後625人・・・。半日で日本の人口の２倍となります。
　　１種類のチェーンメールが出回っただけで，これだけのメールがネット上に流れます。ネットワーク環境の悪化は想像がつくでしょう。具体的には，ネットの通信速度が遅くなったり，サーバがパンクして繋がらない状態になったりということが起こります。世界には，何百というチェーンメールがあります。誰が止めたかなんて分かりません。
　　チェーンメールは絶対に止めましょう。もし，あなたが友達に転送すれば，その友達も嫌な思いをします。最後には，また，別の友達からあなたに戻ってきます。
　１人→５人→25人→125人→625人･････
半日で約2億4千万人となり，日本の人口の約2倍
日本の人口：　1億2689万人
【平成27年10月1日現在（概算値）総務省】
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